
旅費は、最も経済的な通常の経路と⽅法で旅行した場合の金額で計算し、その範囲は⽇本国内に限り

ます。

なお、必要と認められる限り、回数に制限はありません。

旅費の種類は、鉄道賃、船賃、⾞賃、宿泊料とし、支給額と支給⽅法は次のとおりとします。

• 鉄道賃と船賃は、普通旅客運賃を支給します。

普通急行列⾞を運行する線路による旅行で⽚道50 キロメートル以上のものは急行料金を支給しま

す。

特別急行列⾞を運行する線路による旅行で⽚道100 キロメートル以上のものは特別急行料金を支

給します。

• ⾞賃は、１キロメートルにつき、37 円とします。

• 宿泊料は、地理的事情等で宿泊の必要が認められる場合に限り、１夜につき8,700 円の範囲内で

その実費額（飲酒、遊興費、その他これらに類する費⽤を除く）とします。

• 定期券と回数券等、運賃の割引を受けることができる場合の運賃の額は、その実費額を支給しま

す｡

• 旅費の支給について、上記を含む支給要綱の規定によることが困難な事情がある場合（航空機の

利⽤など）には、国家公務員等の旅費に関する法律および同法の運⽤の⽅針に準じ、最も経済的

と認められる経路と⽅法で旅行した場合における旅費を支給します。

旅費は、次の⽅に支給されます。

• 義肢、上肢装具、下肢装具、体幹装具、座位保持装置、⾞椅⼦、電動⾞椅⼦またはかつらの採型

もしくは装着のため旅行する⽅

• 筋電電動義⼿に関する装着訓練、試⽤装着期間における指導等および適合判定のため旅行する⽅

• 能動式義⼿に関する装着訓練のため旅行する⽅

• 義眼の装嵌のため旅行する⽅

• 眼鏡（コンタクトレンズに限る）または浣腸器付排便剤の購⼊費⽤の支給に関する検査のため旅

行する⽅

• 人工内耳（人工内耳⽤音声信号処理装置の修理に限る）の修理のため旅行する⽅

旅費の支給を受けようとする場合は下記の書面を所管労働局長に提出します。

• 「義肢等補装具費旅費支給申請書」→様式第10号(1)：38ページ

義肢装着のために断端部の⼿術等の外科後処置を受けるため旅行する⽅には、外科後処置実施要綱に

基づき旅費が支給されます。

旅費の支給を受けようとする場合は下記の書面を所轄労働局長に提出します。

• 「外科後処置旅費支給申請書」→外科後処置実施要綱の様式第5号(1)：40ページ

旅費の支給

１ 対 象 者

２ 範 囲
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記 載 例
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